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◎発行にあたって 

島根大学・寧夏大学国際共同研究所(略称；寧夏国際共同研究所)のニューズレターが、よう

やく発行の運びとなりました。 

本ニューズレターは、当面、島根大学の構成員を対象に発信し、寧夏国際共同研究所の活動

状況を報告するとともに、主として寧夏回族自治区を中心とする中国西部地域や寧夏大学、寧

夏医学院等の情報を中心にお伝えします。そして、そのことによって寧夏国際共同研究所及び

寧夏回族自治区、とりわけ当国際共同研究所が主たる研究の対象としている寧夏南部山区に関

心を持ってもらうことを期待しています。 

したがって本ニューズレターの特徴は、日本のマスコミではほとんど報道されることのない

中国の尐数民族地域の一つである寧夏回族自治区や、その南部山区の話題を多く含むことです。 

寧夏回族自治区は、躍進する中国経済の中でも「発展の遅れた地域」であり、とりわけ黄土
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高原の一部である南部山区は、自然生態系、生産と生活条件等が極めて不利な地域です。日本

で言えば、60 年代以降の高度経済成長に取り残された中国地方山地の多くの過疎山村と同様の

状況に置かれた地域といえます。 

寧夏国際共同研究所は、日本の大学(あるいは世界の大学)では唯一の中国西部地域に立地す

る共同研究拠点です。その特徴を生かした、文字通り国際的な学術研究拠点として活動を行う

と共に、「有用な」中国西部地域の情報発信を担う拠点をも目指したいと考えています。 

とはいえ、現段階ではまだまだわれわれの情報収集力、発信力は限られています。今後とも

試行錯誤しつつ一層の内容充実に努力していく所存です。ご支援いただくと共に忌憚のないご

意見、ご要望をお寄せいただければ幸いです。 

  2008 年 3 月          島根大学・寧夏大学国際共同研究所所長 井口隆史 

 

 

◎2007年度「特定研究 寧夏プロジェクト」の現地調査、実施される。 

  200７年度「特定研究 寧夏プロジェクト」の現地調査が、2008年 3月１日から9日にかけ

て実施された。 

今回の現地調査は、「寧夏南部山区を中心とする条件不利地域の経済・社会・生態の発展・

改善に関連する社会科学および農医工等の各分野の共同研究を創出する」という目標を持って

行われた。全体の計画期間は３年間であるが、今回はその初年度である。 

全行程は9日間であるが、松江、銀川間の往復に3日必要なので、実質6日間の現地調査と

なる。 

 日本からの調査参加者は6人（うち2人は大学院生）、共同研究所からは7人（うち日本側

2人）、それに寧夏大学などからの各分野の共同研究予定者6人（うち4人は島根大学での寧

夏特別研究員経験者）が参加した。 

 内容と行き先により３組に分かれて調査を実施した。 

①伊藤・桑畑班、関・平岩班、研究所の高・井口班、張・神田班は、同一行動をとった。まず、

2日から3日午前にかけて、寧夏大学曹志涛教授から中国の農業・農村についての特別レクチ

ャーを受けるとともに、今後の共同研究の進め方について各班打ち合わせを行った。 

3日午後から中衛市に向かい、４日から5日午前中にかけては中衛市で社会主義新農村建設

の現状について、配布資料に基き質疑と討論を行った後、新農村建設による農民の新居、肉牛

羊生産販売会社、鶏卵出荷場、鶏卵加工工場、大規模養豚場とメタンガス・肥料生産など10

箇所の現場を視察した。 

5日午後には、固原市に移動。副市長から夕食を食べながら地域の現状について説明を受け

る。翌6日午前中には、固原市農牧庁など関係部門からの配布資料に基き質疑と討論を行った。

なお午後に予定されていた生態建設及び農村エネルギー利用と回収状況などの現地視察は前日

夜の積雪のため現地に近づけず実施できなかった。 

②谷口・鄭班は、2日高石鋼、郭尐新教授(いずれも07年度寧夏特別研究員)から農村金融につ

いての概要説明を受けた。 

3日と4日の2日間は、塩池県花馬池鎮王記溝村において「恵民小額貸付公司」と農村小額

貸付状況及び借り受け農家について現地調査を行った。 
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5日から７日にかけては、資料の収集及び両教授と今後の共同研究についての打ち合わせを

行った。 

③一戸班は、2日に宋乃平教授から塩池県の草地及び牧畜業の現状と調査地の基本的状況の説

明と資料の提供を受け、3日午前中には閻宏教授（動物栄養学）から寧夏での動物栄養調査と

研究状況についての説明と資料の提供を受けた。 

3日午後から5日の昼食までは、伊藤班の中衛市調査に参加し、午後銀川に戻る。 

6日と7日の2日間は、宋乃平教授の案内により塩池県において農家での牧畜調査、寧夏大

学の人工草地回復基地視察、草原地牧畜業生産方式の調査などを実施した。 

 

今回の現地調査の期間中に共同研究の実質的な推進が行われ、初めて参加した研究者も確か

な手ごたえを感じたようである。 

次回の現地調査は8月に行われる予定である。               (文責：井口) 

 

 

・中国、新年早々から歴史的大雪・・・甚大な雪害 

中国は、2008 年の新年早々からまれに見る大雪と低温におそわれた。 

1 月 10 日から 2 月 2 日にかけて、中国南部地方を中心に広い範囲で降雪、低温、氷結気候が

続いた。 

国家気候センターによれば、今回の異常気象は降雪量、連続降雪時間とも異常なデータを記

録し、100 年に 1 回レベルの大雪害となり、多くの地方で 100 年ぶり、50 年ぶりという大雪・

低温気候となった（長江の中・下流域、西北地方では多くの観測ステーションが 100 年に 1 回

レベルの降雪量、湖南、貴州省では最長連続氷結日数が 150 年に 1 回レベル）。程度の差はあ

るが、災害は中国全土の 2／3 の省や自治区に及び、電力、交通、農林業など生産面のみなら

ず住民生活など各方面にわたった。 

2 月 14 日の「チャイナネット」によると、死者 107 人、行方不明者 8 人、151 万 2 千人が

避難した。鉄道や道路交通網のマヒで足止めされた人は、折からの春節のための帰省ラッシュ

と重なったために 192 万 7 千人に上った。農地の被害面積は 1,180 万 ha、森林の被害面積は

1,733 万 ha、家屋の倒壊は 35 万 4 千棟(2 月 2 日の｢チャイナネット｣はそのほかに損壊家屋 86

万 2 千棟)にのぼり、被害総額は 1,111 億元に達すると報じている。 

2 月 4 日の｢人民日報日本語版｣が伝えるところによれば、中国南部 14 省(自治区、直轄市)

の 1 月 31 日現在の被害状況は、孟宗竹 546 万 ha、森林 546 万 ha、苗木 3 万 6 千 ha が被害

を受け、森林従業者や林業農家の家屋 12 万軒(41 万㎡)が倒壊または損壊した。また、決壊し

た林道 1 万 1 千 km、送電施設の損壊は 1 万 4 千 km、凍結によって破裂した水道管は 3,200km 

に達した。 

テレビは、連日被害の状況、道路の除雪や送電施設の復旧に従事する軍隊や警察、その他の

機関や住民の活動状況を詳しく伝えた。胡錦涛主席や温家宝首相など多くの中央幹部も被災地

を訪問して住民を励まし、迅速な復旧に努めることを強調した。 

 

寧夏でも 1 月 12 日から連日のように雪が降り、銀川市では 20 年ぶりの大雪と連続的な低温

に見舞われた。銀川市での最低気温はマイナス 27 度で、マイナス 20 度以下の日が 1 ヶ月以上
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も続いた。積雪量は 10cm 程度だが、気温が低いためになかなか消えることがなく、春節を過

ぎても一面の雪景色は消えなかった。高速道路は閉鎖され、銀川からの近郊バスや遠距離バス

は 1 週間近くも路面凍結のために動かなかった。 

2 月 18 日の寧夏日報のネット記事によれば、寧夏の施設農業(ビニールハウス等)の作付面積

24万ムー(2007年)のうち、ハウスの損壊や気温が上がらないために16.2万ムーが被害を受け、

実被害面積が 9.6 万ムー、全く収穫が見込めない面積が 5.3 ムーであった。直接的な経済損失

は 7.45 億元に上った。また、銀川市近郊の｢寧夏金沙葡萄有限公司｣の栽培基地では、凍土が 1

ｍにも達し、61 万株の苗木が凍死などの影響を受けた。葡萄の苗木だけではなく基地内の花卉

や花潅木も冷害の影響を受け、被害額は 30 万元に上った。 

今回の災害は、寧夏が勢いよく進めようとしている施設農業に対する初めての厳しい試練と

なったと寧夏日報は語っている。                        (文責：神田) 

 

 

・中国最大の生態移民貧困扶助開発区への移転がほぼ完了 

2007年 11月 16日付けの「寧夏ニュースネット」は、以下のように伝えた。 

中国最大の「生態移民救済開発区」で、寧夏・呉忠市に建設中の「紅寺堡(中国語読：ホンス

ープ…地名)灌漑区」への引越しがほぼ完了し、南部山区からの最後の移民約3000人が移転し

てきた。 

「紅寺堡貧困救済開発区」は、1998年から建設が始まり、これまで9年間に、20億元を投資

し、40万ムー（1ムー＝666㎡）の耕地を開墾し、19.5万人余りを移転させてきた。水不足の

苦しさを十分に味わってきた農民はやっと山の奥から脱出して、豊かな生活を送れることにな

った。 

長年、寧夏の南部山区と中部旱魃地帯の農民は、雤水だよりの苦しい生活のなかで、収入を増

やすために開墾し続けてきた。そのため生態環境がひどく破壊された。「一年中休みなく風吹き、

空には鳥が飛ばず、地では砂塵が巻き起こる」という地元の諺が、ここの生態環境の現実を如

実に物語っている。 

貧困と生態破壊を無くすために、1998年、寧夏自治区政府は「紅寺堡開発区の黄河揚水プロ

ジェクト」の建設を開始し、山区の生産、生活条件を備えていない人々を紅寺堡開発区に移転

させることにした。 

 紅寺堡開発区黄河揚水プロジェクト弁公室主任の朱方氏は、「生態移民貧困扶助開発を実施し

て以来、ここでは天地がひっくり返るほどの変化が起こった。かつて住んでいた山間部は、交

通の便は悪く、生活条件が务悪で、情報もなく、貧困から脱却できなかった。現在、開発区で

は、道路、給電、給水、通信、生態、農業発展、社会サービスシステム等を全面的に建設し、

温室や菌床茸施設を建設し、生産性が高く、利益の多い農業を発展させるよう指導し、生活の

質は大いに改善した。」と語る。 

 建設が始まって9年、紅寺堡の移民は、生存と衣食の満足から生活の豊かさへの転換へ踏み

出し、現代農業と特色農業を発展させることによって、一人当たりの収入は 500 元から 2,000

元まで増加した。「以前、中部旱魃地帯に住んでいたが、いつも水不足で大変だった。移転して

我が家は9間の部屋を建て、トラック運送業を経営するようになった。移民プロジェクトがな

ければ、今でも、我々は山の奥で飲み水不足で途方に暮れているだろう」と香園村村民の馬記
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礼さんは語った。 

 もともと荒涼としていた紅寺堡開発区には400万本の木が植えられ、森林被覆率が40％に達

し、年間降雤量も270㍉から300㍉まで増えた。 

2000万㎢の荒漠化した土地に、一つの輝かしい「旱魃地帯の珠玉」が徐々に現れてきた。 

(2007年 11月 16日付け「寧夏ニュースネット」から)       (翻訳：郭、編集：神田) 

 

 

・紅寺堡貧困扶助開発区の概要 

1998 年に建設が開始された呉忠市紅寺堡(中国語読；ホンスープ…地名)貧困扶助開発区は、

寧夏自治区の中心部に位置し、同心県、呉忠市利通区、霊武市と接している。「塩興二級国道」

が開発区を貫き、東は安堡鎮に、西は国道109線に通じ、交通が便利で、位置的な優位性があ

る。 

計画区域面積は132万ムー（880㎢、1ムーは666.7㎡）で、計画開発耕地は45万ムー(300

㎢)。計画移民総数は22.5万人で、寧夏南部山区の同心、隆徳、西吉、 固原、彭陽、泾源、海

原の7県の旱魃地帯に住み、現地では貧困から脱却できない農民である。計画区域には14の郷

鎮、100 の行政村が設けられる予定である。2007 年までに灌漑地 40 万ムーを開発し、20 万人

を移転させる。1998年の開発初年に郷鎮3と農業集落移転試験村8が建設された。 

紅寺堡貧困扶助黄河揚水灌漑プロジェクトは、「国家八七貧困扶助計画」と「寧夏双百貧困扶

助計画」実施の重要な戦略的措置である。新灌漑区には220kw変電センター、ポンプセンター、

用水路工事がすでに完成している。農業面では、2011 年までに 10 万ムーの醸造用葡萄の植栽

と加工施設、10万ムーのジャガイモ栽培と販売プロジェクトの確立、10万頭の肉牛飼養とメタ

ンガスプロジェクトの建設、5 万ムーの施設農業の建設を促進して農民の収入増加を図る。そ

のほか100万ムーのなつめ、4万ムーのリンゴ、1万ムーの生薬の栽培なども計画に含まれてい

る。 

また、2011年までには各戸に水道、電気、電話を、各村には舗装道路を建設し、ケーブルテ

レビの保有率は 35%にする。毎年 5 万人を労務者として輸出して収入の増加を図る。小学校、

中学校、人民病院、消防署、郷鎮の文化拠点、村の文化施設、生活ごみの無害化処理などを実

施する。その他、風力発電プロジェクト(30～40万 kw/年)、石炭開発プロジェクト(20万ｔ/年)

を発展させる。 

2000年 12月に[移民定住率アンケート]を行ったところ、1998年からの平均到着率(計画され

た移民が実際に現地に移転した割合)は83%で、移転した住民の平均定着率は42%であった(1998

年の試験村の２つの率はそれぞれ90%と 67%、1999年が77%と 41%、2000年が 83%と 17%)。これ

は、自治区政府の「1年目は移転、2年目は定住」という要求と大きくかけ離れたものであった。

移民の定着率の低さは、労働力不足で開発農地の保護と利用、防砂治沙に影響し、再び荒漠化

した土地にしてしまい、重複投資を招いてしまう。そのため自治区政府と関係各県政府が責任

を持って、移転、定住が計画どおり実施できるようにするように具体的な援助・指導を行なっ

た。 

※ 現在の到着率、定着率は不明。    (2007年 8月、寧夏日報ネットから) 

                              (翻訳：郭、編集：神田) 
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・紅寺堡貧困扶助開発区の概要 

1998 年に建設が開始された呉忠市紅寺堡(中国語読；ホンスープ…地名)貧困扶助開発区は、

寧夏自治区の中心部に位置し、同心県、呉忠市利通区、霊武市と接している。「塩興二級国道」

が開発区を貫き、東は安堡鎮に、西は国道109線に通じ、交通が便利で、位置的な優位性があ

る。 

計画区域面積は132万ムー（880㎢、1ムーは666.7㎡）で、計画開発耕地は45万ムー(300

㎢)。計画移民総数は22.5万人で、寧夏南部山区の同心、隆徳、西吉、 固原、彭陽、泾源、海

原の7県の旱魃地帯に住み、現地では貧困から脱却できない農民である。計画区域には14の郷

鎮、100 の行政村が設けられる予定である。2007 年までに灌漑地 40 万ムーを開発し、20 万人

を移転させる。1998年の開発初年に郷鎮3と農業集落移転試験村8が建設された。 

紅寺堡貧困扶助黄河揚水灌漑プロジェクトは、「国家八七貧困扶助計画」と「寧夏双百貧困扶

助計画」実施の重要な戦略的措置である。新灌漑区には220kw変電センター、ポンプセンター、

用水路工事がすでに完成している。農業面では、2011 年までに 10 万ムーの醸造用葡萄の植栽

と加工施設、10万ムーのジャガイモ栽培と販売プロジェクトの確立、10万頭の肉牛飼養とメタ

ンガスプロジェクトの建設、5 万ムーの施設農業の建設を促進して農民の収入増加を図る。そ

のほか100万ムーのなつめ、4万ムーのリンゴ、1万ムーの生薬の栽培なども計画に含まれてい

る。 

また、2011年までには各戸に水道、電気、電話を、各村には舗装道路を建設し、ケーブルテ

レビの保有率は 35%にする。毎年 5 万人を労務者として輸出して収入の増加を図る。小学校、

中学校、人民病院、消防署、郷鎮の文化拠点、村の文化施設、生活ごみの無害化処理などを実

施する。その他、風力発電プロジェクト(30～40万 kw/年)、石炭開発プロジェクト(20万ｔ/年)

を発展させる。                        (翻訳：郭、編集：神田) 

 

 

・寧夏大学宋乃平教授 第10回「華夏英才基金」受賞 

 寧夏現地調査等でいつもお世話になっている、寧夏大学宋乃平教授が国の第10回「華夏英才

基金」を受け、『農牧交錯帯農牧戸土地利用選択機制研究』を出版された。 

 以下、2008年 3月 4日の寧夏大学ニュースセンターの記事から紹介する。 

2007年 1月に公表された「華夏英才基金」の第十回党外専門家・学者学術著作出版支援事業

により、2007年度は全国で58の学術著作が「華夏英才基金」で出版された。 

その中に、寧夏大学党委員会統一戦線部が推薦した、寧夏大学西北退化生態システムの回復

と再建省部共建教育部重点実験室副主任、西部生態・生物資源開発連合研究センター主任の宋

乃平教授の学術著作が含まれている。宋教授の著作『農牧交錯帯における農牧戸の土地利用選

択システムに関する研究』は、この基金の支援を得て2007年 12月科学出版社から出版された。 

これは2007年度寧夏自治区唯一の「華夏英才基金」受賞著作であり、寧夏大学の歴史上では

初めての「華夏英才基金」受賞著作でもある。 

 

「華夏英才基金」は中国共産党中央統一戦線部と関係部門の支援の下で設立された専門プロジ

ェクト基金である。主に民主党派・無党派の有識者の中の代表的で、影響力のある高級専門家・
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学者、特に中国科学院院士、中国工程院院士と教育、科学、文化分野及び帰国海外留学者の中

の青年傑出者の学術著作を出版する。このことを通じて科学技術、文化芸術研究を展開させ、

国内外の学術交流・合作と中国の科学技術、文化、芸術事業の発展を促進するためである。 

 

「華夏英才基金」は国内外の関係団体と個人からの寄付金を資金源とし、国家が管理してい

る。1997年 5月に、「華夏英才基金」が正式にスタートし、第一回目は中国科学院、中国工程

院の10名の党外院士(アカデミー会員)の学術書の出版を支援した。これまで、合わせて600

名余りの党外専門家、学者の学術著作の出版を援助し、社会的に良好な影響を持つ統一戦線事

業になった。そして全社会における「知識を尊重し、人材を尊敬し、労働を尊重し、創造を尊

重する」と言う良好な気風の形成に積極的な役割を果たした。   (翻訳：郭、編集：神田) 

 

 

・北京オリンピックで食される 荒漠地で実った寧夏のスイカ 

「寧夏のスイカを北京オリンピックで食べてもらうことになりました」。中衛市農牧庁の担

当者は、私たちに語った。 

2008 年 3 月 3 日午後から 5 日午前まで行われた2007年度「特定研究 寧夏プロジェクト」

現地調査の中衛市調査の際、私たちは調査地の一つとして不毛の荒漠地を改造したスイカ畑に

案内された。畑といってもそこは広大な丘陵地で、見渡す限り一面に石ころが敷き詰められた

荒地同然の場所である。こんなところで本当にスイカが取れるのか、私たちは目を疑うばかり

であった。 

 

「ここはもともと風が吹けば沙がモウモウと立ち上る荒漠化した不毛の沙地でした。地元の

農民がここでスイカを栽培する方法を発見したのです。その方法は、沙地に石を敷き詰めて、

沙の巻上げと水分蒸発を防ぎ、スイカの種を蒔く方法です。スイカの名前は“圧沙瓜(中国読；

ヤシャグァ)と言います。つまり砂を制圧したスイカと言う意味です。 

自治区政府は、1995 年からこの方法を普及することにしました。今は 101 万ムー(1 ムーは

666.7 ㎡)で栽培されています。敷き詰める石のうち特定の場所のものにはセレン(硒。中国語

読；シ)が含まれており、それがスイカに吸収されます。セレンは体の中で過酸化脂質を分解す

る抗酸化酵素の主成分で、ガンや老化を予防する働きがあるとされているミネラルです。この

ため北京や上海の大都市で人気が急上昇しました。これを“硒沙瓜(中国語読；シシャグァ)と

言います。 

去年 4 月胡錦涛国家主席が、寧夏回族自治区を視察された際にここを訪れられ、スイカの種

をまき、なつめの木を植えられました。 

そして今年の北京オリンピックには、この硒砂瓜を選手の皆さんに食べてもらうことになっ

たのです」。 

中衛市農牧庁の担当者の説明は、流暢で、誇らしげであった。       (文責：神田) 

 

 

・寧夏・平羅県、農民に専門職階制を導入 

2008年1月16日の｢チャイナネット｣が新華社のウェブサイト記事として伝えるところによ
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ると、寧夏回族自治区平羅県政府は、今年初めて農民を対象にした専門職階制を導入した。専

門職名は農民100人に与えられ、優先的に資金と技術的な援助が受けられるという。 

専門職階名には農民技術員、農民アシスタント技師、農民技師、農民高級技師などがあり、

個人の特技や専門をもとに職階名の前に農学、牧畜など専門分野を付けることができる。 

職階名を得た農民は県、郷の招聘を優先的に受けられ、試験、モデル、普及などのプロジェ

クトを請け負うことができる。また、各種の講習、学術会議に優先的に参加でき、関連部門の

資金と技術的な援助を優先的に受けることができる。      (翻訳：郭、編集：神田) 

 

 

・「砂漠整備の英雄」王有徳氏 

寧夏回族自治区霊武市の白艿灘（中国語読；バイジタン…地名）国家級自然保護区管理局の

党委員会書記、局長兼白艿灘防風固沙林場林場長の王有徳氏は、20年以上にわたり、毛烏素（モ

ウス）沙地で2万ha以上の砂漠整備と植樹造林を進め、流砂面積を2.4万 haに抑えることに

成功した。 

経営管理面積は、2000年以前の約1.7万 haから、現在は9.8万 haにまでに拡大した。固定

資産は、1985年以前の40万元未満から、現在は4,020万元にまで増加し、林木資産は、6,380

万元以上に達した。 

この功績が認められ、これまで先進工作者、全国優秀共産党員(１年度全国で50人)、緑色長

城勲章、全国労働模範(1992年，1996年，2001年)など多くの国家レベルの表彰を受け、2007

年 9月には国家から「砂漠整備の英雄」の称号を授けられた。(2007年 10月 5日「人民日報網

日本語版」から)     

※ 「毛烏素（モウス）沙地」…「沙地」とは、本来は植生があったところで、なにらかの原

因で荒漠化し、現在は草や低い潅木が疎らにしか生えていないとところ。「砂漠」と区別

して使われている。                    (翻訳：郭、編集：神田) 

 

 

・防砂治沙｢寧夏モデル｣を全国に普及…全国防砂治沙現場会議 

寧夏新聞ネットの2007月 11月 18日付けの記事によると、11月 6～7日に、銀川市において

全国防砂治砂現地会議が開かれ、防砂治砂「寧夏モデル」を全国に普及することにした。 

この会議は、寧夏回族自治区がこれまで累計700万ムーの荒漠化した土地を治め、全国で初

めて「人進沙退」（砂を治め、砂漠化土地を減尐すること）を実現させ、国務院温家宝総理がこ

の寧夏の収めた成果を高く評価されたことを受けて、国家林業局が開催したものである。 

会議には、国家林業局の賈治邦局長、楊継平紀律検査組長、祝列克福局長も出席された。 

 

寧夏回族自治区代理主席王正偉(現主席)は、｢寧夏は我国の砂漠化の一番ひどい地区の一つで

ある。長期間にわたる砂を治める実践の中で、政府の主導的役割を発揮し、メカニズムを新た

に作り出し、経験済みの有効なやり方を積み重ねてきた。第１に、保護を第一として、髪菜（砂

漠に生える食用藻類植物で、髪の毛のような形をしている）、甘草（漢方薬）の採取、販売を禁

止し、全自治区規模で封山造林、放牧禁止の政策を実施し、生態のバランスを徐々に回復させ
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てきた。第2に山、砂、川を区別して指導し、喬木、灌木、草を合理的に組み合わせ、工事措

置、技術措置と生物技術を合わせて利用し、山、水、畑、林、道の総合的管理を展開した。第

3 に、市場メカニズムを導入し、砂漠化治理に企業と農家が参加するようにし、生態効果と経

済効果の結合を実現し、砂漠化の治理スピードを加速させた。第4に、優遇政策と法規を制定

し、投資者の合法的権益を保護し、生態治理の成果を強固にした」と述べた。 

また、「十七回党大会の生態文明建設の要求と胡錦涛総書記が寧夏を視察された時に行われた

重要な講演精神に基づいて、防砂治砂を中心にする賀蘭山東麓100万ムーの荘園式生態公園建

設、中部旱魃地帯の100万ムー棗生態経済林建設、モウス砂地100万ムー防風林帯建設、六盤

山 100 万ムー水源涵養林生態障壁建設、黄河灌漑区 100 万ムー特色経済林帯建設、100 万ムー

黄河湿地回復防風林システム建設という［6百万ムー］生態林経済発展戦略の実施に力を入れ、

４重の生態障壁をつくって「人進沙退」の第一省を築き、自治区の防砂治砂事業を新たな段階

とレベルに高め、西部地域の生態障壁建設に貢献する」ことを強調した。 

賈治邦局長は、「寧夏の防砂治砂の成功経験を学び、防砂治砂を農民の増収としっかり結合し、

優遇政策に依拠し、各種の生産要素を沙区に投入する。また、重点プロジェクトの実施によっ

て、防砂治砂の進展を牽引し、全社会の参加を奨励する」。「全面的な工事管理を強化し、イン

フラ建設を拡大し、法律執行を強化し、林権制度の改革を進め、制度建設を絶えず健全化する。

そして、国際交流と協力に積極的に参与し、「人進沙退」をできるだけ早く実現させ、全面的な

小康社会、生態文明、人と自然の調和発展を実現させるために更なる貢献をする」ことを強調

した。                              (翻訳：郭、編集：神田) 

 

 

・寧夏郵政博物館が開館  

2008年 1月、 寧夏回族自治区の｢寧夏郵政博物館｣が銀川市の中心街に、正式にオープンし

た。敷地面積は1,800㎡で、古代の貴重な文物が展示してあり、参観者の興味を引いている。 

寧夏回族自治区は、今年、自治区創立50周年を迎え、これを記念して国家的な記念行事が予

定されているほか、博物館や科学館など大型の各種の施設が次々と建設されている。その内容

は、次の機会に紹介する予定である。 (寧夏日報網から)       (翻訳・編集：神田) 

 

 

・寧夏石嘴山市に女性騎馬隊が誕生 

2007年 7月 16日付けの「人民網日本語版」によると、寧夏回族自治区石嘴山市に女性騎馬

隊が誕生、7月14日にお目見えした。3カ月の準備期間を経た同隊には、若い女性15人と馬

20頭が所属、今後は祝賀イベントなど各種セレモニーで、優雅な姿を披露する。(編集：神田) 

 


